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事業展開

HAL医療モデル HAL福祉モデル HAL単関節モデルHALはどうやって動くのか見ていきましょう



HAL®の動作原理について

続いて介護モデルについて



HAL®腰タイプの動作原理

センサー 補助率２５ー４０％

力持ちになるわけではないです。それでは、介護職場での腰痛状況についてみていきましょう



腰痛発生メカニズム

骨，椎間板，神経
などの損傷により
痛みが生じる

腰痛が発生する箇所を特定し、HAL利用の際に腰部への負担
が軽減できるか実証実験を行いました



腰痛発生箇所の特定
腰痛を発生させる主たる部位

腰痛発症

それでは腰痛が発生する具体的な介助業務は？

実証実験で証明

Without HAL

With HAL
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L5-S1の応力分布

腰痛発症

HALのアシストにより腰部の負荷が軽減され、
腰痛発症のリスクを低減することができる



HAL®介護現場での利用例

移乗介助

持ち上げ作業

排泄支援・入浴支援

食事・オムツ・シーツ替え等

中腰作業

高負荷

低負荷

具体的な介護業務の一覧表がこちらになります



カテゴリー別 条件 介護作業内容 HAL機能 トルクチューナーレベルの目安

生活支援

食事支援
ベッド上 ポジショニング 中腰、起き上がり 1～２

車椅子 食事介助  
移乗介助

中腰維持 
起き上がり

１～２ 
２～３ 

排泄支援
ベッド上 おむつ交換 中腰維持 １～２
トイレ 排泄介助 中腰維持 １～３

入浴支援
シャワー浴 （シャワー介助） （中腰維持）

機械浴 （入浴介助） （中腰維持）

移乗

ベッド⇆車椅子 端座位⇆車椅子 
臥位⇆車椅子

起き上がり 
中腰維持、起き上がり

１～３

ベッド⇆ストレッチャー 移乗 中腰維持 １～２

低床⇆車椅子 移乗 起き上がり 2～4 

移動
車椅子 移動 1
ベッド 移動 1

体位変換 ベッド上 ポジショニング、除圧 中腰維持 1～３
身体整容 整容 中腰維持 １～２
家事援助 家事 1
着衣・脱衣 着衣、脱衣 中腰維持 １～２

生活環境整備 生活動作 日常生活 1

介護業務でのトルクチューナー目安

続いて動画を見ていきましょう、まずは移乗介助です


